
(57)【要約】

【課題】　振動伝搬が低減し騒音を低減できる電動機を

提供する。

【解決手段】　電動機１０は、コイル部１３を有するス

テータ１２と、コイル部への通電により回転するロータ

２１と、をハウジング１１，１６内に収容し、ステータ

がステータとハウジングとの間の空間に配置した防振部

材１４，１５から構成された防振構造を有する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 コ イ ル 部 を 有 す る ス テ ー タ と 、 前 記 コ イ ル 部 へ の 通 電 に よ り 回 転 す る ロ ー タ と 、 を ハ ウ
ジ ン グ 内 に 収 容 し 、
　 前 記 ス テ ー タ が 前 記 ス テ ー タ と 前 記 ハ ウ ジ ン グ と の 間 の 空 間 に 配 置 し た 防 振 部 材 か ら 構
成 さ れ た 防 振 構 造 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 電 動 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ス テ ー タ に 電 動 機 ケ ー ス を 設 け 、
　 前 記 電 動 機 ケ ー ス と 前 記 ハ ウ ジ ン グ と の 接 触 面 積 を 比 較 的 小 さ く し た 請 求 項 １ に 記 載 の
電 動 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 電 動 機 ケ ー ス と 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 所 定 位 置 と の 連 結 固 定 部 の 接 触 面 積 を 小 さ く す る
こ と で 前 記 防 振 構 造 を 構 成 し た 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 動 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ス テ ー タ に 電 動 機 ケ ー ス を 設 け 、
　 前 記 電 動 機 ケ ー ス を 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 所 定 位 置 に 直 接 に 接 し な い よ う に ス ペ ー サ を 配 置
す る ま た は 空 隙 を 設 け た 請 求 項 １ に 記 載 の 電 動 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ス テ ー タ に 電 動 機 ケ ー ス を 設 け 、 前 記 電 動 機 ケ ー ス を 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 所 定 位 置 に
取 り 付 け る と き の 取 付 部 の 剛 性 を 低 く し た 請 求 項 １ に 記 載 の 電 動 機 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ス テ ー タ に 電 動 機 ケ ー ス を 設 け 、
　 前 記 電 動 機 ケ ー ス と 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 所 定 位 置 と の 間 に 防 振 部 材 を 配 置 し た 請 求 項 １ に
記 載 の 電 動 機 。
【 請 求 項 ７ 】
　 コ イ ル 部 を 有 す る ス テ ー タ と 、 前 記 コ イ ル 部 へ の 通 電 に よ り 回 転 す る ロ ー タ と 、 を ハ ウ
ジ ン グ 内 に 収 容 し 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 ロ ー タ の 軸 端 面 に 面 す る 部 分 を 防 振 構 造 と し た
こ と を 特 徴 と す る 電 動 機 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 コ イ ル 部 を 有 す る ス テ ー タ と コ イ ル 部 へ の 通 電 に よ り 回 転 す る ロ ー タ と を 備
え る 電 動 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 下 記 特 許 文 献 １ は 、 エ レ ベ ー タ 用 巻 上 機 の 駆 動 源 と し て 、 固 定 （ ス テ ー タ ） 巻 線 と 、 固
定 巻 線 と 対 向 し た 電 機 子 と を 有 す る 電 動 機 （ モ ー タ ） を 開 示 す る 。 こ の 電 動 機 は 、 ス テ ー
タ の コ イ ル 巻 線 と フ ラ ン ジ と の 間 に 空 間 が あ り 、 ス テ ー タ の 振 動 が 抑 制 さ れ な い た め 、 振
動 が 大 き く 、 他 の 部 品 に 大 き な 振 動 を 伝 播 さ せ 、 大 き な 騒 音 を 発 生 す る 原 因 と な っ て い た
。 ま た 、 フ ラ ン ジ は 起 振 源 （ ス テ ー タ ） か ら の 振 動 に よ り 、 特 に 中 央 部 が 大 き く 振 動 し 、
大 き な 音 を 発 生 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 イ ン バ ー タ 駆 動 の モ ー タ は 、 特 許 文 献 １ で は 、 ス テ ー タ ま た は ス テ ー タ と 連 結 し
て い る も の （ モ ー タ ケ ー ス な ど ） が 製 品 を 構 成 す る 他 部 品 に 直 接 連 結 さ れ て い る 。 そ の た
め 、 ス テ ー タ の 振 動 が 、 他 部 品 に 伝 播 す る こ と に よ り 、 部 品 が 振 動 し 、 大 き な 騒 音 を 発 生
さ せ て し ま う 。 ま た 、 ス テ ー タ の 振 動 は 、 電 磁 力 や イ ン バ ー タ の ス イ ッ チ ン グ 周 波 数 な ど
高 周 波 で あ る 。 そ の た め 発 生 す る 音 は 、 高 周 波 音 が 大 き く 、 人 に と っ て 耳 障 り で 不 快 で あ
る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ８ ９ ９ ５ ４ 号 公 報
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の よ う な 従 来 技 術 の 問 題 に 鑑 み 、 振 動 伝 搬 が 低 減 し 騒 音 を 低 減 で き る 電
動 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に よ る 第 １ の 電 動 機 は 、 コ イ ル 部 を 有 す る ス テ ー タ
と 、 前 記 コ イ ル 部 へ の 通 電 に よ り 回 転 す る ロ ー タ と 、 を ハ ウ ジ ン グ 内 に 収 容 し 、 前 記 ス テ
ー タ が 前 記 ス テ ー タ と 前 記 ハ ウ ジ ン グ と の 間 の 空 間 に 配 置 し た 防 振 部 材 か ら 構 成 さ れ た 防
振 構 造 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 第 １ の 電 動 機 に よ れ ば 、 ス テ ー タ を 防 振 構 造 と す る こ と で 、 ス テ ー タ の 振 動 を 抑 制 で き
る の で 、 振 動 伝 搬 が 低 減 し 、 ま た 、 防 振 部 材 を コ イ ル 部 と ハ ウ ジ ン グ と の 間 の 空 間 に 配 置
す る こ と で 、 コ イ ル 部 の 振 動 及 び ハ ウ ジ ン グ へ の 振 動 伝 搬 を 低 減 で き る の で 、 騒 音 を 低 減
で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 な お 、 前 記 コ イ ル 部 の 巻 線 を 樹 脂 に よ り モ ー ル ド し 、 そ の モ ー ル ド 端 面 に 前 記 防 振 部 材
を 配 置 す る よ う に 構 成 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 １ の 電 動 機 に お い て 、 前 記 ス テ ー タ に 電 動 機 ケ ー ス を 設 け 、 前 記 電 動 機 ケ ー ス と 前 記
ハ ウ ジ ン グ と の 接 触 面 積 を 比 較 的 小 さ く す る こ と で 、 電 動 機 ケ ー ス か ら ハ ウ ジ ン グ 内 の 所
定 位 置 へ の 振 動 伝 搬 が 遮 断 さ れ 、 騒 音 を 低 減 で き る 。 こ の 場 合 、 前 記 電 動 機 ケ ー ス と 前 記
ハ ウ ジ ン グ の 所 定 位 置 と の 連 結 固 定 部 の 接 触 面 積 を 小 さ く す る こ と で 前 記 防 振 構 造 を 構 成
す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 前 記 ス テ ー タ に 電 動 機 ケ ー ス を 設 け 、 前 記 電 動 機 ケ ー ス を 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 所 定
位 置 に 直 接 に 接 し な い よ う に ス ペ ー サ を 配 置 す る か ま た は 空 隙 を 設 け る こ と で 、 電 動 機 ケ
ー ス か ら ハ ウ ジ ン グ 内 の 所 定 位 置 へ の 振 動 伝 搬 経 路 が 距 離 的 に 長 く な り 、 騒 音 を 低 減 で き
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 前 記 ス テ ー タ に 電 動 機 ケ ー ス を 設 け 、 前 記 電 動 機 ケ ー ス を 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 所 定
位 置 に 取 り 付 け る と き の 取 付 部 の 剛 性 を 低 く す る こ と で 、 電 動 機 ケ ー ス と ス テ ー タ の 固 有
振 動 周 波 数 を 下 げ る こ と が で き 、 高 周 波 の 振 動 を 外 部 に 伝 搬 し 難 く な る 。 こ れ に よ り 、 特
に 高 周 波 音 を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 前 記 ス テ ー タ に 電 動 機 ケ ー ス を 設 け 、 前 記 電 動 機 ケ ー ス と 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 所 定
位 置 と の 間 に 防 振 部 材 を 配 置 す る こ と で 、 電 動 機 ケ ー ス と ス テ ー タ 自 体 の 振 動 が 大 き い 場
合 で も 、 そ の 振 動 を 低 減 で き 、 騒 音 を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ る 第 ２ の 電 動 機 は 、 コ イ ル 部 を 有 す る ス テ ー タ と 、 前 記 コ イ ル 部 へ の 通 電 に
よ り 回 転 す る ロ ー タ と 、 を ハ ウ ジ ン グ 内 に 収 容 し 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 ロ ー タ の 軸 端 面
に 面 す る 部 分 を 防 振 構 造 と し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ２ の 電 動 機 に よ れ ば 、 最 も 振 動 が 大 き く 騒 音 を 発 生 さ せ る ハ ウ ジ ン グ の ロ ー タ の 軸 端
面 に 面 す る 部 分 を 防 振 構 造 と す る こ と で 、 振 動 が 低 減 し 、 騒 音 を 低 減 で き る 。 こ の 場 合 、
前 記 板 部 分 に 防 振 部 材 を 配 置 す る こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 電 動 機 に よ れ ば 、 振 動 伝 搬 が 低 減 し 騒 音 を 低 減 で き る 。 こ れ に よ り 、 高 周 波 の
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音 を 低 減 し 聴 き 心 地 の 良 い 低 騒 音 の 電 動 機 を 実 現 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 〈 第 １ の 実 施 の 形 態 〉
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ は 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ る 減 速 機 付 き 電 動 機 を 示 す 側 断 面 図 で あ る 。 図 １ に 示 す よ
う に 、 電 動 機 １ ０ は 、 鉄 鋼 材 料 等 か ら な る フ ラ ン ジ 状 の 外 側 部 材 １ １ と 鉄 鋼 材 料 等 か ら な
る 減 速 機 ３ ０ 側 の フ ラ ン ジ 状 の 内 部 壁 １ ６ と で 構 成 さ れ る ハ ウ ジ ン グ 内 に 、 コ イ ル 巻 線 １
２ ａ を 鉄 心 に 巻 い て な る コ イ ル 部 １ ３ を 有 す る ス テ ー タ １ ２ と 、 ス テ ー タ １ ２ の 内 周 側 に
位 置 し リ ン グ 状 の 永 久 磁 石 で あ る ロ ー タ ２ １ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 電 動 機 １ ０ の ス テ ー タ １ ２ は 、 ロ ー タ ２ １ の 半 径 方 向 に 延 び た コ イ ル 部 １ ３ の エ ン ド 端
面 １ ３ ａ ， １ ３ ｂ が 外 側 部 材 １ １ 及 び 内 部 壁 １ ６ の 各 内 面 に そ れ ぞ れ 対 向 す る よ う に 固 定
さ れ て い る 。 ま た 、 ス テ ー タ １ ２ は 、 そ の 外 周 の ケ ー ス １ ０ ｂ で 外 側 部 材 １ １ と 内 部 壁 １
６ と の 間 で 複 数 の ボ ル ト １ ０ ａ に よ り 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 電 動 機 １ ０ は 、 制 御 部 （ 図 示 省 略 ） に よ り ス テ ー タ １ ２ の コ イ ル 部 １ ３ へ の 通 電 が イ ン
バ ー タ 制 御 さ れ る こ と で 、 ロ ー タ ２ １ が 回 転 中 心 軸 ｐ を 中 心 に 回 転 し て 所 定 の ト ル ク を 出
力 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ス テ ー タ １ ２ の コ イ ル 部 １ ３ は コ イ ル 巻 線 １ ２ ａ を 樹 脂 等 の 絶 縁 材 料 に て 成 形 し て 構 成
さ れ て お り 、 そ の コ イ ル 部 １ ３ の エ ン ド 端 面 １ ３ ａ と 外 側 部 材 １ １ の 内 面 と の 間 に 第 １ の
防 振 部 材 １ ４ が 配 置 さ れ 、 エ ン ド 端 面 １ ３ ｂ と 内 部 壁 １ ６ の 内 面 と の 間 に 第 ２ の 防 振 部 材
１ ５ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 電 動 機 １ ０ の 外 側 部 材 １ １ は 、 そ の 中 央 部 で 回 転 中 心 軸 ｐ を 中 心 に し て 開 口 し て
お り 、 こ の 開 口 内 に 比 較 的 小 径 の フ ラ ン ジ 部 材 ２ ２ が 位 置 し て 外 側 部 材 １ １ の 凹 み 部 に ボ
ル ト ２ ２ ａ に よ り 固 定 さ れ て い る 。 フ ラ ン ジ 部 材 ２ ２ の フ ラ ン ジ 面 に は フ ラ ン ジ 部 材 ２ ２
の 内 径 部 ２ ２ ｂ に 対 応 し た 中 孔 を 有 す る 第 ３ の 防 振 部 材 １ ９ が 配 置 さ れ 、 更 に 円 形 状 の ス
ペ ー サ ２ ０ を 介 し て 円 形 状 の 第 ４ の 防 振 部 材 １ ８ が 配 置 さ れ て い る 。 第 ４ の 防 振 部 材 １ ８
上 に 大 径 の 円 形 薄 板 状 の 蓋 部 材 １ ７ が 外 側 部 材 １ １ の 外 面 に 対 し 同 一 平 面 を 構 成 す る よ う
に 配 置 さ れ 、 そ の 外 周 部 で ボ ル ト １ ７ ａ に よ り 外 側 部 材 １ １ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 フ ラ ン ジ 部 材 ２ ２ の 内 径 部 ２ ２ ｂ の 空 間 内 に エ ン コ ー ダ ２ ９ が 配 置 さ れ 、 減 速 機
３ ０ の 入 力 軸 ３ １ に 取 り 付 け ら れ て お り 、 入 力 軸 ３ １ の 回 転 数 や 回 転 角 度 を 検 出 す る よ う
に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 減 速 機 ３ ０ は 、 電 動 機 １ ０ の ロ ー タ ２ １ に ボ ル ト ３ １ ａ に よ り 固 定 さ れ て 電 動 機
１ ０ の ト ル ク に よ り 回 転 中 心 軸 ｐ を 中 心 に 回 転 す る 入 力 軸 ３ １ と 、 入 力 軸 ３ １ の 周 面 に 接
し て 配 置 さ れ 摩 擦 伝 動 に よ り 回 転 す る 複 数 の 摩 擦 回 転 体 ３ ２ と 、 複 数 の 摩 擦 回 転 体 ３ ２ が
そ れ ぞ れ 内 接 す る よ う に 配 置 さ れ て 摩 擦 伝 動 に よ り 回 転 す る 円 筒 体 ３ ３ と 、 円 筒 体 ３ ３ と
複 数 の ピ ン ３ ４ を 介 し て 一 体 に 回 転 す る シ ー ブ ３ ５ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 入 力 軸 ３ １ は 内 側 壁 １ ６ と 支 持 部 材 ３ ６ と に 設 け ら れ た 軸 受 ３ １ ｂ で 回 転 自 在 に 支 持 さ
れ て お り 、 ま た 、 複 数 の 摩 擦 回 転 体 ３ ２ は 内 側 壁 １ ６ と 支 持 部 材 ３ ６ と に 設 け ら れ た 軸 受
３ ２ ａ で 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 更 に 、 円 筒 体 ３ ３ は 内 側 壁 １ ６ と 支 持 部 材 ３ ６ と に
設 け ら れ た 軸 受 ３ ３ ａ に よ り 軸 方 向 に 移 動 し な い よ う に 支 持 さ れ て い る 。 シ ー ブ ３ ５ に は
減 速 機 側 の 外 側 部 材 ３ ７ が 入 力 軸 ３ １ や 複 数 の 摩 擦 回 転 体 ３ ２ を 覆 う よ う に し て 埋 込 ボ ル

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-143296 A 2007.6.7



ト ３ ７ ａ に よ り 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 円 筒 体 ３ ３ 及 び シ ー ブ ３ ５ は 、 入 力 軸 ３ １ の 回 転 が 減 速 機 ３ ０ に よ り 所 定 比 で 減 速 さ れ
て 伝 達 さ れ 、 入 力 軸 ３ １ に 対 し 同 心 円 的 に 一 定 の 回 転 速 度 で 回 転 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ の 第 １ 及 び 第 ２ の 防 振 部 材 １ ４ 、 １ ５ は 、 例 え ば 、 シ ー ト 状 の ゴ ム 材 か ら な り 、 そ
の ゴ ム 材 は 、 上 述 の よ う に 配 置 さ れ た と き 、 防 振 機 能 を 発 揮 で き る 範 囲 で 圧 縮 さ れ る 程 度
の 厚 さ を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 の 図 １ の 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 防 振 部 材 １ ４ 、 １ ５ の 配 置 に よ り 、 ス テ ー タ
１ ２ の 振 動 を 抑 制 で き る 。 そ の 結 果 、 他 の 部 品 へ の 振 動 伝 播 が 低 減 し 、 騒 音 を 低 減 す る こ
と が で き る 。 ま た 、 ス テ ー タ １ ２ は 、 高 周 波 音 の 起 振 源 で あ る た め 、 防 振 部 材 １ ４ 、 １ ５
に よ り 、 特 に 高 周 波 音 が 低 減 し 、 耳 障 り な 騒 音 を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 電 動 機 １ ０ の 作 動 中 に 、 外 側 部 材 １ １ 及 び 内 部 壁 １ ６ は 太 鼓 の 皮 の よ う な 役 目 を
果 た し 、 最 終 的 に 外 側 部 材 １ １ 及 び 内 部 壁 １ ６ か ら 発 音 す る が 、 そ の 最 も 振 動 す る 部 分 （
太 鼓 の 皮 に あ た る 部 分 ） に ス ペ ー サ ２ ０ を 介 し て 第 ３ の 防 振 部 材 １ ９ 及 び 第 ４ の 防 振 部 材
１ ８ を 配 置 し て い る 。 防 振 部 材 １ ８ ， １ ９ は 、 例 え ば 、 シ ー ト 状 の ゴ ム 材 か ら な り 、 そ の
ゴ ム 材 は 、 上 述 の よ う に 配 置 さ れ た と き 、 防 振 機 能 を 発 揮 で き る 範 囲 で フ ラ ン ジ 部 材 ２ ２
に 向 け て 圧 縮 さ れ る 程 度 の 厚 さ を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 ハ ウ ジ ン グ を 構 成
す る 外 側 部 材 １ １ の 中 央 部 （ ロ ー タ の 軸 端 面 に 面 す る 部 分 ） に 防 振 構 造 を 設 け 、 最 も 振 動
が 大 き く 、 騒 音 を 発 生 さ せ る 蓋 部 材 １ ７ の 振 動 を 抑 制 で き 、 騒 音 を 低 減 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 図 １ の 減 速 機 ３ ０ 付 き 電 動 機 １ ０ は 、 エ レ ベ ー タ 用 駆 動 装 置 と し て 用 い る こ と が
で き 、 シ ー ブ ３ ５ の 外 周 面 に 設 け ら れ た 複 数 の 溝 部 ３ ５ ａ に ロ ー プ が 巻 き か け ら れ る よ う
に な っ て お り 、 ロ ー プ は エ レ ベ ー タ の 昇 降 か ご （ 図 示 省 略 ） と 釣 り 合 い お も り （ 図 示 省 略
） と に そ れ ぞ れ 連 結 さ れ 、 上 下 に 移 動 し て 昇 降 か ご を 上 下 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 図 １ の シ ー ブ ３ ５ の 更 に 外 周 側 の 円 周 板 ３ ８ に は ブ レ ー キ 装 置 を 配 置 す る こ と が
で き る 。 ま た 、 内 側 部 材 ２ １ の 内 径 部 の 空 間 内 に ブ レ ー キ を 配 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 〈 第 ２ の 実 施 の 形 態 〉
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ２ は 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ る 減 速 機 付 き 電 動 機 を 示 す 側 断 面 図 で あ る 。 図 ３ は 図 ２ の
電 動 機 の 内 部 を 見 た 正 面 図 で あ る 。 図 ４ は 図 ２ の 電 動 機 ケ ー ス の つ ば 部 を 詳 細 に 示 す 側 面
図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ２ の 電 動 機 ５ ０ は 、 図 １ の 電 動 機 １ ０ と 基 本 的 構 造 が 同 じ で あ り 、 同 じ 部 分 に は 同 じ
符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。 ま た 、 図 ２ の 減 速 機 ３ ０ は 図 １ と 同 様 の 構 造 に な っ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ２ の よ う に 、 ス テ ー タ １ ２ の 外 周 に 結 合 し た 電 動 機 ケ ー ス ５ ２ を 内 部 壁 １ ６ の 凹 部 に
取 り 付 け る と き 、 嵌 め 込 み 式 で は な く 、 図 ２ の よ う な 隙 間 ５ ２ ｄ が で き る よ う に 緩 や か な
取 り 付 け 構 造 と し た 。 こ れ に よ り 、 電 動 機 ケ ー ス ５ ２ と 周 辺 部 品 と の 接 触 面 積 が 小 さ く な
る の で 、 電 動 機 ケ ー ス ５ ２ の 円 周 部 か ら 内 部 壁 １ ６ へ の 振 動 伝 播 が 遮 断 さ れ 、 騒 音 発 生 が
低 減 で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 図 ２ ～ 図 ４ の よ う に 、 電 動 機 ケ ー ス ５ ２ と 内 部 壁 １ ６ と が ボ ル ト 結 合 さ れ る 構 造
と し て い る が 、 比 較 的 小 さ な ボ ル ト ５ ３ を 用 い て 結 合 す る こ と に よ り 、 電 動 機 ケ ー ス ５ ２
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と 内 部 壁 １ ６ と の 連 結 固 定 部 の 接 触 面 積 を 小 さ く し た 。 こ れ に よ り 、 電 動 機 ケ ー ス ５ ２ か
ら 内 部 壁 １ ６ ヘ の 振 動 伝 播 の 接 触 面 積 が 減 少 し 、 振 動 伝 播 が 低 減 し 、 騒 音 発 生 を 低 減 で き
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 図 ２ の よ う に 、 電 動 機 ケ ー ス ５ ２ と 外 側 部 材 １ １ と が 直 接 に 接 し な い よ う に ス ペ
ー サ ５ １ を ボ ル ト １ ０ ａ の 中 間 部 周 囲 に 配 置 し た 。 こ れ に よ り 、 電 動 機 ケ ー ス ５ ２ か ら 外
側 部 材 １ １ ヘ の 振 動 伝 播 経 路 が 距 離 的 に 長 く な る こ と に よ り 、 外 側 部 材 １ １ の 振 動 が 低 減
し 、 外 側 部 材 １ １ か ら の 騒 音 発 生 を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 図 ２ ， 図 ４ の よ う に 電 動 機 ケ ー ス ５ ２ か ら 、 つ ば 部 ５ ２ ａ を 介 し て ボ ル ト 孔 ５ ２
ｂ が 形 成 さ れ た 結 合 部 ５ ２ ｃ が 延 び て い る 。 ボ ル ト ５ ３ が ボ ル ト 孔 ５ ２ ｂ を 通 し て 電 動 機
ケ ー ス ５ ２ を 内 部 壁 １ ６ に 取 り 付 け る が 、 つ ば 部 ５ ２ ａ を 図 ４ の よ う に 厚 さ が 薄 く な る よ
う に 構 成 し 剛 性 を 低 く す る こ と で 、 振 動 伝 播 し 難 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 電 動 機 ケ ー ス ５ ２ 及 び ス テ ー タ １ ２ 自 体 の 振 動 が 大 き い 場 合 、 図 ２ の よ う に 電 動
機 ケ ー ス ５ ２ と 内 部 壁 １ ６ の 凹 部 と の 間 で あ っ て 、 図 ３ の よ う に 円 周 方 向 に ゴ ム 材 等 か ら
な る 複 数 の 円 周 防 振 部 材 ５ ４ を 配 置 す る こ と に よ り 、 電 動 機 ケ ー ス ５ ２ 及 び ス テ ー タ １ ２
自 体 の 振 動 を 低 減 さ せ 、 騒 音 を 低 減 で き る 。 な お 、 図 ３ の リ ー ド 線 ５ ５ は コ イ ル 部 １ ３ へ
の 通 電 用 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 の 図 ２ ～ 図 ４ の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 イ ン バ ー タ で 電 動 機 ５ ０ を 駆 動 す る と
、 電 磁 力 、 ス イ ッ チ ン グ 周 波 数 の 影 響 に よ り 、 ス テ ー タ １ ２ が 振 動 し 、 そ の 振 動 が 他 の 部
品 に 伝 播 す る こ と に よ り 、 大 き な 騒 音 を 発 生 す る が 、 上 述 の よ う な 構 成 で ス テ ー タ １ ２ の
振 動 を 外 部 に 伝 播 し 難 く す る こ と に よ り 、 低 騒 音 化 を 図 る こ と が で き る 。 特 に 、 電 動 機 に
は 電 磁 的 な 高 周 波 音 が あ り 、 高 周 波 音 は 、 人 に と っ て 非 常 に 耳 障 り で あ る が 、 そ の 高 周 波
音 を 低 減 さ せ る こ と に よ り 、 聴 感 の 良 い 電 動 機 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ ら
に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 技 術 的 思 想 の 範 囲 内 で 各 種 の 変 形 が 可 能 で あ る 。 例
え ば 、 図 １ に お い て 防 振 部 材 １ ４ 、 １ ５ を 絶 縁 材 料 か ら 構 成 し て も よ く 、 こ れ に よ り コ イ
ル 巻 線 １ ２ ａ と 外 側 部 材 １ １ 、 内 部 壁 １ ６ と の 間 を 絶 縁 で き 、 絶 縁 に 要 す る 空 間 距 離 を 低
減 で き る の で 、 電 動 機 １ ０ の 回 転 中 心 軸 ｐ 方 向 の 厚 み を 小 さ く す る こ と が で き る 。 ま た 、
図 １ に お い て 図 ２ ～ 図 ４ の 構 造 を 採 用 し て も よ い こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 図 １ に お け る 外 側 部 材 １ １ の 中 央 部 の 蓋 構 造 は 、 外 側 部 材 １ １ の 中 心 部 以 外 の 振
動 が 大 き い 部 品 に も 適 用 で き る 。 ま た 、 比 較 的 小 径 の フ ラ ン ジ 部 材 ２ ２ は フ ラ ン ジ 状 の 外
側 部 材 １ １ と 一 体 に 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 図 １ ， 図 ２ に お い て 、 減 速 機 ３ ０ は 、 摩 擦 回 転 体 ３ ２ に よ る 摩 擦 伝 動 に よ る 構 造
と し た が 、 遊 星 歯 車 式 や ト ラ ク シ ョ ン 式 と し て も よ い こ と は 勿 論 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ る 減 速 機 付 き 電 動 機 を 示 す 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ る 減 速 機 付 き 電 動 機 を 示 す 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 電 動 機 の 内 部 を 見 た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の 電 動 機 ケ ー ス の つ ば 部 を 詳 細 に 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
 １ ０  電 動 機
 １ ０ ａ  ボ ル ト
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 １ １  外 側 部 材 （ ハ ウ ジ ン グ ）
 １ ２  ス テ ー タ
 １ ２ ａ  コ イ ル 巻 線
 １ ３  コ イ ル 部
 １ ３ ａ ， １ ３ ｂ  エ ン ド 端 面
 １ ４  第 １ の 防 振 部 材
 １ ５  第 ２ の 防 振 部 材
 １ ６  内 側 壁 （ ハ ウ ジ ン グ ）
 １ ７  蓋 部 材
 １ ７ ａ  ボ ル ト
 １ ８  第 ３ の 防 振 部 材
 １ ９  第 ４ の 防 振 部 材
 ２ ０  ス ペ ー サ
 ２ １  ロ ー タ
 ２ １  内 側 部 材
 ２ ２  フ ラ ン ジ 部 材
 ２ ２ ａ  ボ ル ト
 ２ ２ ｂ  内 径 部
 ２ ９  エ ン コ ー ダ
 ３ ０  減 速 機
 ３ １  入 力 軸
 ３ ２  回 転 体
 ３ ２  摩 擦 回 転 体
 ３ ５  シ ー ブ
 ５ ０  電 動 機
 ５ １  ス ペ ー サ
 ５ ２  電 動 機 ケ ー ス
 ５ ２ ａ  つ ば 部
 ５ ２ ｂ  ボ ル ト 孔
 ５ ２ ｃ  結 合 部
 ５ ２ ｄ  隙 間
 ５ ３  ボ ル ト
 ５ ４  円 周 防 振 部 材
　  ｐ  回 転 中 心 軸
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